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1. はじめに 

プラズマを滅菌に用いる研究が進められてい

る。我々は以前に、寒天培地上の大腸菌に大気圧

アルゴン(Ar)プラズマジェットを空気中で 2 秒

間照射すると大腸菌が殺菌されることを報告し

ている 1, 2)。プラズマ照射後の大腸菌の走査型電

子顕微鏡(SEM)像を見ると、大腸菌はある程度の

形を保ちながら潰れたような形状になっていた

ことから(図 1)、Arプラズマジェット照射により

細胞壁や細胞膜の構造に何らかの変化があった

ことが示唆された。 

そこで、我々は Arプラズマが大腸菌の細胞壁や細胞

膜の構成成分に損傷を与えたことが大腸菌の死滅を誘

導したと考え、本発表では細胞壁・細胞膜の主要な構

成成分であるリン脂質の市販されている標準試料に対

して Ar プラズマジェット照射を行った結果を報告す

る。 

 

2. 実験 

Ar プラズマジェットは、 Logy 製高電圧電源 

LHV-10ACを用いて周波数 9 kHz、印加電圧 10 kV、Ar
ガス流量 10 L/分で発生させた。プラズマジェット照

射時間は 5秒間とした。 

リン脂質として、和光純薬製標準試料の飽和型・不

飽和型ホスファチジルコリン(PC)、飽和型・不飽和型

ホスファチジルエタノールアミン(PE)、飽和型ホスフ

ァチジルグリセロール(PG)を用いた。 

リン脂質の展開には、薄層クロマトグラフィー(TLC)

を用いた。プラズマ照射によるリン脂質の分解生成物

の同定には、島津製液体クロマトグラフ質量分析計

(LCMS) LCMS-IT-TOFを用いた。 

 

3. 結果と考察 

図 2に TLCの結果を示す。プラズマ照射前の各リン

脂質には、一本のバンドが確認されたが、プラズマ照

射後では、複数のバンドが確認されるものがあった。

この結果から、Aｒプラズマジェット照射によりリン脂

質はばらばらに分解されるのではなく、特定の物質に

分解されることがわかった。 

PCと PGの分解生成物の LCMS解析の結果から、これ

らの分解生成物はそれぞれのリゾ体である、リゾホス

ファチジルコリン(LPC)とリゾホスファチジルグリセ

ロール(LPG)であることがわかった。 
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(a)プラズマ照射前      (b)プラズマ照射後 

図 1 大腸菌の SEM像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 TLCの結果: 

(1)不飽和型 PC、(2）飽和型 PC、(3）不飽和型 PE、 

(4）飽和型 PE、(5）飽和型 PG 

(左：プラズマ照射前、右：プラズマ照射後) 
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